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は じめに

ボルネオは、東南ア ジア島娯部の中心の、多島海の ど真ん 中にどっ しりと腰を下ろす、世界

第三の大島である。 この位置に、ボルネオが位置 し、 しか もこの大きさを持 っていることが、

東南アジアの中でのボルネオを考え る際の最 も根本 となる。

すなわち、東南アジアは、よくいわれるように、年中多雨の熱帯多雨林地帯と、数カ月の乾

季を もつ、モ ンスー ン地帯 に分かれる。

大まかにいえば、イ ンドネシア、フィリピン、マ レーシア、ブルネイ、シンガポールが熱帯

多雨林下に入 り、大陸部のタイ、カ ンボジア、ベ トナム、ラオス、 ミャンマーが、モンスー ン

気候下に入 る。この境は、タイの南の クラ地峡あた りである。むろん、たとえばイン ドネ シア

東部 にも、モンスーン気候下に属する小ス ンダ列島の島々があるが、大まかにいえば、こうい

うことになる。

熱帯多雨林は色でいえば、濃緑の世界、モ ンスーンは茶色の世界 と考えると、イメージ的に

わか りやすい。

熱帯多雨林はいつ行 って も湿っていて、木々は常に濃い緑で覆われている。厳密にいうと、

一時期
、完全 に葉を落 とす落葉性の樹木 もあるのだが、ほとん ど目立たない。海岸か ら、山の

頂上まで、 ビッシリと色 とりどりの濃緑のカーペ ットが敷きつめ られているという景観である。

一方、モ ンスーンの森は、乾季 になると、一斉 に葉を落 とし、森は緑か ら茶色に変わ る。落

ちた落葉に火が入 り、林地は、更にカラカラに乾 く。茶色 と、火の入 ったあ との黒灰色の縞模

様が、モ ンスーン林の典型的な乾季の姿である。

一見 して、この両者 を対比 しただけで 「水」が きいている、 とい うことは素人で もわかる。

モ ンスー ンの樹種群は、水 のない、つまり雨のほとん ど降 らない乾季は、葉を全部落として蒸

散を押さえ、必死 に耐えているのである。

このモンスー ン林が さらに内陸化 し、乾燥化が進む と砂漠化が起 こり、 トゲ植物が散在す る

ような植生を経て、やがて全 くの砂漠 となってい く。 しか し、東南ア ジアには、このような砂

漠は存在せず、かな り乾燥 した植生が ビルマ中央部 にあるのみである。そ うい う意味では、
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図4-1ボ ルネオの主な河川 と町

アメ リカやアフ リカとこの東アジアの末端は、随分異なる様相を呈 している。世界で も、 この

ような湿潤地帯が連なるのは、沿海州か ら、 日本、東中国そ して東南アジアにかけての一帯だ

けである。

ここには、いくつか、世界に誇るべ き資源がある。いうまでもな く、それは、東南アジアの

熱帯多雨林の森その ものである。

赤道直下に分布する世界の三大熱帯林の中で、東南 アジアの森の特徴をあげるとすれば、多

島海に位置す ることと、フタバガキ科の存在、ではないだろうか。地球儀をみれば一 目瞭然だ

が、南米 もアフ リカも、大陸のまん中に、大森林が広がるのに対 し、アジアだけは点々と浮か

ぶ多島海が存在す る。 しか し、そ こで、ひとつ大事な ことは、島の大きさである。この島々が

もし太平洋の珊瑚礁の島々のように小さなものの寄 り集 まりであ ったならば、今ある東南アジ

アの繁栄はなか ったで あろ う。ボルネオ、スマ トラ、スラウェシなど、相 当な大きさの島が、

かたまっているというのが ひとつの ミソである。

次に、森 自体のことでいうと、フタバガキ科の存在である。実はこの科は南米にもアフリカ

に も出現するのだが、東南アジアが圧倒的に多 く、500種 以上が分布する。そ してその多 くが、

樹高50メ ー トルを越す大木に成長す るという、極めて、大型の資源なのである。南米 もアブ
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リカも、むろん大木はあるが、 このようなひとつ の科で、か くも有用 な樹種がそろうような も

のはまずない。

フタバガキ科の樹種は、適応力が強い。湿地に生育するShoreaalbidaか ら、モンスーン林

にまで出現す るDipterocarpustuberculatusま で、実に幅の広いニ ッチェに出現する。その中で

も、ボルネオやスマ トラの湿地を過 ぎて固い土 になる低い標高か ら、1500メ ー トル くらいま

でが、この樹種群 の最 も適地である。 この地域 は大略、島喚部の70%く らいを 占めている。

したがって、資源量と しては、相 当な量にな るのである。

水資源と して、東南 アジアを考える時、水その ものよ りも、その水 によって、如何に、資源

が生まれ、かつその資源が利用 されてきたかをみ ることも大事である。ここでは、そういった

観点か ら、ボルネオをみてみたい。

1.ボ ルネオのアジアでの位置づけ

ボルネオを、浮 き上が らせるために、アジアの中で、どのような生態的位置づけにあるかを

みてみよう。

アジアは、地球上で最も広いユーラシア大陸の南東半分に位置 している。森 ということで考

えると、一番北のツン ドラから、タイガに入 り、やがて、落葉広葉樹か ら常緑の世界へと南下

する。この植生分布が シベ リアか ら南下 し、最も、森が巨大な成長を とげて、いわば、燗熟 の

極みにあるのが、ボルネオの森 と考えてよい。

一方、西の方か ら考えると、こちらは砂漠にな る。今度は東南アジアか ら西北へ向かうとす

ると、最も豊かなボルネオの森は、タイのマ レー半島部分で、常緑季節林とな り、タイ、 ビル

マに入ると典型的モ ンスーン林となる。ラオス、雲南の南部などは、まだ熱帯林だが、やがて、

ヒマラヤか らチベ ッ ト高地の麓に達すると、そこには、いわゆる照葉樹林が広が る。そ して、

標高が高 くなると針葉樹が現れ、亜高 山の世界となる。 しか し、谷筋か らチベ ットに抜ける一

帯は、カラカラのカ レ谷である。熱風が南か ら吹き抜 ける現象は、実 際に歩いてみるとよ くわ

かる。 ヒマラヤのアンナプルナ山群周辺のチベ ッ トへ抜けるカ リガ ンタキ川の上流は、まさに、

このカ レ谷 の典型である。 こういう谷は、雲南のどんづまりのサルウィン、メコンなどの大河

が寄 りそうあたりで も出現 して くる。そ してそこか ら北は、高山と乾燥地の世界である。

山があることによって、天然の障壁ができ、山肌の崖には植生が残 る。南面と北面での植生

の違いは見事にその対比を見せている。 しか し、その資源量は、決 して多 くな く、地元の人々

が薪をとって しまうと、す ぐにな くな って問題 になる程度である。
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ネパール、シッキム、ブータンにか けての植生 は、そこに ヒマラヤという巨大山脈ができた

か ら、出現 したというものである。も しここに ヒマラヤがなか った ら、どうなっていただろう

か。

ヒマラヤの両側は徐 々に徐 々に森が少な くなってゆ き、やがてパキスタン、アフガニスタ ン

か ら中東の砂漠地帯へ と広が ってい く。ヨーロッパ世界 までは、別の生態圏となる。

砂漠、高 山、乾燥地帯という生態圏は、東南ア ジアの熱帯林とは全 く対照的な生態的特徴を

有 している。雨の量で いえば、一桁以上の差 があ り、植生の量で いって も、雲泥の差がある。

したが って資源量という点でいっても、この差は極めて大きい。そのかわりといっては何だが、

地域の広さは広大であ る。モ ンゴルの草原 も含めて、この草原か ら砂漠に至る一帯は、非常に

広大な画一的地形の大面積地帯に散在する極少資源を細々と食いつないでい っている世界とい

える。

この乾燥寒冷小資源型の地域に比べると、東南アジアの熱帯多雨林は実に豊かな世界である。

湿潤温暖大資源地ともいうべ き圧倒的な資源量を誇っている。分か り易 く、木の高さでいうな

らば、乾燥地の木の高さはせ いぜい10メ ー トルまで、熱帯の方は70メ ー トルに達す る。 しか

も、つまり方 も全 く違 う。乾燥型は、極めて疎開型、熱帯型は、多重層構造をな している。こ

の両者の間に、われわれの住む温帯域がある。

この資源量の大 きさをきめているのは基本 的には雨の量である。ボルネオのた とえば、バ リ

クパパ ンでは、年間通 じて平均 して雨が降 り、一年間で3000ミ リを越える雨量 となる。砂漠

では、これに対 し、わずか数十 ミリか ら、多 くて400ミ リくらいまでの雨であり、それ も季節

に偏在する。植物は育ちた くとも育つ ことがで きないのである。

雨の量によって、いわば、土地の豊かさが変わるとい ってもいいか もしれない。ボルネオを

中心 とする東南アジア島喚部一帯は、世界で も最 も平均 して雨の降る、雨によって育まれた地

域なのである。

2.ボ ルネオの生態空間

ボルネオと一言に言 って も、世界第三の島であ り、面積は、 日本の倍近 くあり、結構広い。

まだ充分な調査ができているわけではないが、ほぽ、代表的な地域をここ15年 くらいをかけ

て、断続的にではあるが、まわ った。次のように大分け して、

1.低 湿地

2.低 地および丘陵地
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3.山 地

そのそれぞれについて、まず、大まかな類型化をしてみたい。

(1)低 湿地

低湿地は、海よりか ら、固い土の始まる所 まで、のいわゆる、ジュクジュクの土地、水でい

うと、いつで も水があって、乾いた土が存在 しない土地、といって もよい。

この低湿地は、ボルネオの島の一番海 よりにそって、ある幅をもって、島の縁取 りを してい

る。植生帯でいうと、マングローブ、泥炭湿地林、そ して淡水湿地林の分布する地域 となる。

この分布 は水だけでいうと、マ ングローブが汽水域に、泥炭湿地林が雨水域に、淡水湿地林

が淡水洪水域に分布する。同じ湿地で も、水の性質 によって、分布範囲も、植生 も全 く異なる

のである。それぞれ代表的な景観をのべ ると次の通 りである。

まず、マ ングローブは、ちょうど、海 と陸の境 目に位置す る。大河の下流域で、潮汐作用に

よって、海水が淡水と混 じりあう一帯に広 く分布す る。 ここでは、塩分濃度によって、生育す

る植物が変わって くる。 したが って、海よ りから内陸にかけて、帯状に、きれいな植生帯が識

別できる。幹の途 中か ら何本 もの湾曲 した腕を下ろすような支柱根を もつものや、泥中か らペ

グのようなモノを出す呼吸根などの最 も発達す る植生である。この一帯は、川と海が陸に接す

る、いわば、極めてデ リケー トな地域であり、水 の動きや養分の物質循環が、一般の陸域生態

系 とはちが う。大変複雑 な、それだけに、未知の部分が多い地域なのである。 しか も、東南ア

ジア熱帯の中で、今、 ここほど、開発の問題が集 中しているところはない。自然生態系の複雑

な動 きと共に、人の撹乱の要素が入 り、格好の研究の場を提供 しているのだが、そこまで踏み

込んだ研究 は今のところ出ていない。

マングローブか ら内陸に向かうと、そのまま徐 々に土地が高 くな ってい く場合と、河口周辺

の後背湿地が広がる場合 とがある。後者の場合には、泥炭湿地が広がる。

熱帯泥炭湿地の発見 は、今世紀 の初めであ る。オランダの研究者達が、 ジャワやボルネオの

湿地で、記載 した泥炭は、その後広い範囲に分布 していることが判明 した。 ボルネオ、スマ ト

ラ、ニューギニアなどの後背湿地 の泥炭は、すべて、木質の、つま り、熱帯樹木が過湿嫌気条

件 の湿地の中で、永年 に渡 って蓄積 した泥炭である。泥炭 とい って も、80%は 水であ る。 フ

ェノールを含んだ紅茶を煮 しめたような水が、林床のす ぐ下まで上が ってきている。川の洪水

の影響はな く、水 はすべて雨水起源である。

ボルネオでは、ブルネイか らサ ラワクにかけての南シナ海 ぞいの、大河下流域に広い泥炭地
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が広が り、Andersonの 研究がある。ここでは、6型 の森林タイプが識別 され、 その 中で も

Alan(Shoreaalbida)は 樹高60メ ー トルを越え る大森林を作 ることが知 られてい る。 この林が、

強酸性、貧栄養、過湿状態の立地で、どうしてか くも大き く生育できるのか、 これ も大 きな謎

である。

淡水湿地林は、川の水があふれでた流域にできる林である。熱帯の川の景観は、雨季と乾季

とで大き く様変わ りする。乾季が無 いといわれるボルネオでも、実際には8月 や3月 にひどく

乾燥する年 もある。そんな時は、川床でサ ッカーができるくらい干上がることもある。 しか し、

雨季の最中には、酒 々たる豊かな水が流れ、下流域や、中流で もちょっと した くぼみや湖沼に

水があふれでる。そう言 ったところは、泥炭湿地林とはまた違 う多 くの湿地性の植物が繁茂す

る。 しか し、ここでは、それほど木 は大きくな らず、せいぜ い30メ ー トル クラスである。こ

こは淡水魚の苗床 として重要である。

湿地林の中で、よく研究 されているのは、マ ングローブだけであり、泥炭 と淡水の湿地林に

ついての水の収支などは、全 く研究がない。 これ らの森林の占める面積がそんなに大き くない

とはいえ、極めて、特異な現象の起 きている場であることには間違いない。

この三低湿地が、最後の残された未開拓地 と して、今、猛烈な勢いで開発 の波に曝されつつ

ある現状か らみて も、水収支の問題を解明す る必要があるだろう。 これまでのや り方では、と

うていアプローチ さえ も難 しいが、 ここでのデータ無 くして、水に関する議論は無意味であろ

う。

(2)低 地および丘陵地

低湿地 を離れて、固い土の上の標高0メ ー トルか ら1500メ ー トルあた りが、熱帯で は、最

も大 きな面積を占め、ここに、最 もいい林が存在す る。いわゆる混交フタバガキ林、と称す る

フタバガキ林を中心とする世界であり、 ここは、地球上でも、最 も豊かな生物世界である。

ここでの、水分収支に関する仕事も、ほとん どないといってよい。 ここで最 も面 白いのは、

植物季節の移 り変わ りであり、特に、数年に一度起 こる一斉 開花現象は、これまで様 々な議論

がなされているが、どれ も決定打はない。ある時期の乾燥が効いていて、それがエルニーニ ョ

と連動 しているらしいが、 しっか りした実測データがあるわけではないので、いずれ も憶測の

域を出ていない。

もうひとつ、倒木によるGapが 生 じ、そ こか らの稚樹か ら成長を開始す る際の光条件以外

の、特に水条件の作用なども、細かい仕事になるだろうが、興味のある事象である。
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この混交 フタバガキ林では、幸 いに して、マ レーシア、イ ン ドネシアなどで、かな り定着 し

た仕事が始まって きているので、水に限 った仕事 も追加 しうるだろう。

(3)山 地林

水の滴 り落ちる森の世界、という表現が ピッタ リの山、すなわち標高1500メ ー トルか ら上

の世界である。ここは、多雨の熱帯林の中で も、最 も雨が多 く、その中でも山の中腹か ら山頂

下部分にみ られる雲霧林は、更に水 っぽい。着生の小木、蔓、羊歯、蘭、苔類などが、 ビッシ

リと幹や枝を覆い、一種独特の雰囲気のある森で ある。ここでの蔓や幹を伝 って くる水の流れ

や空や湿度が、いかに着生や地衣 類に吸収されてか くもみずみず しい世界を作るか、といった

テーマは、全 く手つかずである。また、山の上部へい くと、極めて乾燥 した一帯が出現する場

合があるが、そこで も山の斜面傾度にそっての水分収支の観測が必要であろう。

以上の他に、ボルネオには、 クランガス林 と呼ぷ 白い硅砂の層あ上に林立する林がある。 こ

の林は熱帯多雨林の中にあっては、珍 しく、乾燥型の林であるが、それが果た して本当なのか、

水分収支の面か らのチ ェックが必要である。

以上述べたように、ボルネオの森の 中での水分収支 に関する仕事は、全 くなされていず、今

あるのは、こうい った個々の植生の相違をひとまとめにして、大気候下での議論がなされてい

るに過ぎない。もっとキメの細かい地道なデータの積み重ねが必要なのだが、これをひとつづ

つやって行 くには、今 の現地の様 々な事情か らして、極めて難 しい。単に水収支 というだけで

も、極めて難 しい現実があることを認識 しておかねばな らない。

3.水 と人々の暮 らしのための地形的セ ッテ ィング

森の分布は、地形と連動する。ボルネオで最も特徴的なことは、島の大きさに比例 して川の

大きさが中規模で、人 に利用 しやすい形とな っている点である。

川は、アマゾンのよ うな6000㎞ にも及ぷ ものか ら、屋久島の山頂か ら海へ直結するような

ものまで、様 々な長さと形態の ものがある。 ボルネオの川は、中央 山地の2000メ ー トル台の

山々に源を発する。この山々は、 ヒマラヤやアンデスのように急峻ではな く、いわば、なだら

かな、襲の多い斜面か らな っている。 ここを流れ出た水は、 しば らくは源流域のやや急流ぎみ

なところを通るが、それがすむと、やがて、広い丘か ら低地にかけて、ゆった りと流れてい く。
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そ して、低湿地になると、更にゆったりと蛇行を続け、海へ流れ込んでゆ く。雨の量によって、

水は、時には濁流 とな り、自由に堤を越えて洪水を拡げ、また低湿地の平野を氾濫させる。 し

か し、時と共に水はひき、 また普通の流れに戻 る。

ボルネオでは、人々の生活 は、この川の水 に大き く依存 している。最 も長い川でも1000キ

ロ少 しの長 さは、人間が生活するのに極めて手頃な大 きさである。川幅 も、揚子江やナイルの

ように、向こう岸が見えないというようなことはない。川の流れにそって点在する村か ら村へ、

手作 りのカヌーで充分行 き来できる距離である。アマゾンのように、川が入 り組んで、どちら

が上流か下流かわか らない ようなこともない。子供でさえも一人で、舟をあやつ って航行でき

る川の大きさ、これがひとつの大 きな特徴と言える。

川にそって、い くつか、代表的な景観をと りあげ、そこでの人々の暮 らしについて少 し述べ

てみたい。低湿地か ら、川を遡るような形で描写する。

(1)タ ラカン

イン ドネ シア側 カリマ ンタンの北の端に位置す るタラカンは、マ レーシアのサバがす ぐ近 く

にあることと、昔か ら石油が出た こと、そ して、むろん材のつみ出 しなどの基地 として、ひと

つの港町の典型を示 している。 ここの周 りには、カ リマンタ ン側 も含めて、広大なマ ング ロー

ブの林がみ られる。 しか しそのマ ングローブが、今大きく様変わ りしている。

海岸にそ ってスピー ドボー トで走ると、岸 に、スカスカのマングローブの切れ端が、幅数メ

ー トルか らせいぜい10メ ー トル くらいに残 っているのが見え、その奥 は、すべて開けた養殖

地とな っている。飛行機で飛ぶ と、ここのマ ングローブは、 よくもこれだけ開いたと思 う くら

いのエ ビの養殖池が広が っている。

タラカンの一方の東の端 は、海を越えるとスラウェシであ り、 ここはブギスの中心である。

ブギスの人 々は、ウジュンパ ンダ ンか ら、タラカンへ渡 り、そこか ら更にマ レーシアへ渡ると

いうルー トで出稼ぎを している。そ して、 この養殖池のほとん どがブギスによる開拓なのであ

る。

しか し、全部が全部、元 々あ った天然林と してのマ ングローブを開いたわけではない。すで

に、チ ップ材を求めて、伐採会社がマ ングローブを切 ってお り、その後に入植 した例が多い。

彼 らは、素手で、小 さなスコップ状の もので、マングローブの泥土を切 り取 り、畦状に積み上

げて、池の縁を作 ってい く。池の中に残 ったマ ングローブは、次第に枯れるか除去され、何年

かす ると立派な養殖池になる。そ こに稚エ ビを放 し、養殖する。タラカンの近 くには、 日本資

75



本の工場をはじめ、い くつ もの地元のエ ビ工場がある。そこで集め られたエ ビは、多 くの女性

達の手で頭を取 られ、きれいにパ ックされて、 日本へ送 られる。

上か ら見 ると、 これだけの養殖池があっても、まだ足 りないか、 と思われ る程、ある意味で

は、見事な開拓である。ブギスの人 々は、強気である。 日本企業は、エ ビが欲 しか った ら、 も

っと我々に投資すべ きだと息ま く。そ して、周辺に残 ったマ ングローブにも、これか らの開拓

の手が伸びようとしている。

私は、マ ングローブの開拓は悪 くないと考えている人間である。 しか し、マングローブには、

怖い敵がある。泥の下 に、硫酸酸性土という奴が眠っている。これをひっ くり返すとえ らいこ

とになる。また、マングローブ帯は、水の干満があり、水の流れが複雑だ。汚水が流れ込んで、

エビの養殖が続けられな くなって、放棄 された池 も多い。このマ ングローブの開拓を永続的に

す るためには、相当な知恵が必要だが、 このあた りは、それほどブギスの人 々もわか っている

わけではない。

マ ングローブの林を何割かは残 して、コン トロールとしての場を保持 してい くことが最低限

必要だが、 これは現実には極めて難 しい。サラワク側で も、サバで も、マ ングローブの炭用の

伐採が激 しく、かつ、イ ンドネシアより、かな り遅れて、最近、エ ビの養殖池が始ま りつつあ

る。そ して、国立公園のまん中に大養殖池を作るなどという計画もあって、問題 となっている。

コン トロールとしての天然の森の役 目は、開拓がすすみ、生態系の撹乱がひどくなればなる

ほど必要である。せめて、全体の10%は 残 してほ しいと思うのだが、これが難 しい。景観の

美的セ ンスか らい って も、また、将来のエコツー リズムの発展を考えて も、原生の 自然 は残 し

た方が得であるということを、 日銭を稼 ぐのに血眼になる人 々は理解 しない。

マ ングローブの荒廃は、フィリピン、タイ、マ レーシア、イン ドネ シア、 ミャンマーと、最

も広 く普通に見 られるところである。唯一、長い戦争で、枯葉剤で枯 らされたマングローブを

植林によ って復興 しようとい うベ トナムの努力が光 っている。

マ ングローブ地帯で作った養殖池が、木を無 くす ることによって、いかに水魚が変化 し、か

つ、土をどれ くらい掘 り起 こすことによ って、 どのような変化が生 じてい くのか、また、タラ

カン周辺のみをとった時の川の流入と汐の干満による微細地形での水の流れの動向など、実用

的で興味のあるテーマは、い くつ もあるのだが、今のところ、全 く手つかずである。

(2)淡 水湿地林 一力プアス中流域

川を遡ってい くと、マングローブのニ ッパが消える頃から、ラ ッソーヤ シが始まり、やがて、
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サゴヤシなどの出て くる一帯 となる。川岸には、ル ンガスが出て、水の色は黒色 に近い紅茶色

となる。このあた りか ら、固い土の出るまでの間の川の周辺 には、淡水湿地林が広が る。

淡水湿地林は、川の洪水域に見 られる森林で、マ ングローブの汽水性、泥炭湿地林の雨水性

とは違った別の生態系である。この生態系も、泥炭湿地林と同 じく、極めて調査研究が少ない

ということである。

淡水湿地林は、川が あれば、基本的には必ず、併存するものであるが、大陸部に比べて、ボ

ルネオでは面積はそれ ほど広 くない。 しか し、川筋をボー トで遡 って行 って、少 しつつ変わっ

てい く川岸の景観 は、実に面 白い。 ここでは水は、たとえかな りの乾燥が続いて も、まず不足

することはないので、 ちょうど、山地林のよ うに、極 めて豊富な着性植物が見られ、かつ、土

壌状状態が常に動 くので、呼吸根や支柱根などの大変面 白い ものが多い。

しか し、 ここで も水にまつわる仕事 はない。ボルネオで、おそ らく最 も広い淡水湿地林を含

む生態系が見られ るのは、西カ リマ ンタンのカプアス川の中流域である。 ここには、サ ラワク

国境にか けて、大 きな湖が広が り、Bari㎎tonia属 をは じめとす る淡水湿地林の低木が生えて

いる。雨季には水は、湖の何倍 もの大 きさに広が り、その森の中で、 アロワナの稚魚が棲息す

る。アロワナは保護魚類 であ るが、高値のために、人 々は伝統 的にこれを捕 獲 してい る。

Sentarum湖 やLuar湖 の周辺は、 このような淡水湿地林 と、湖、それに川の三者が、洪水の度

に混 じり合う、極 めて面白い地域であ り、学問的にも全 く未知の地域である。

マングローブか ら川 にそって、水の流れを分析 していけば、実に面白いデータが得 られると

思 うのだが、未だ、そういう人は現れていない。

(3)バ ラム河 ロの泥炭湿地林

ボルネオのマングローブ と、よ り内陸の固い土の上 との間には、泥炭湿地林、という、特異

な森林がかなりの面積を占めている。 ここは、既に述べたように、川の洪水の影響は受 けてい

ないが、立地的には、大河 の河口部分の両脇に広 く分布する。マ レー シアとブルネイに属す る

ボルネオの南シナ海よ りの海岸部分のル ジャン川河口か ら、バ ラム川にかけての一帯に、大規

模な泥炭湿地林が広が っている。イン ドネ シア側では、カプアス、バ リト、マハカム、カヤ ン

などの大河の下流域にあるが、とりわけ、中部カ リマ ンタ ンの中央山地か ら南へ流れ下る下流

部一帯は、広い泥炭湿地林が分布 している。

サラワク ・ブルネイ側の森の調査がAndeBon(1961)に よってお こなわれ、 よくわか って い

るが、イン ドネシア側は研究が少ない。ここでは、バ ラム川部分の泥炭湿地林 についてみてみ
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よう。

バラム川は、サラワクの北端部を流れる大河である。源流は、カリマ ンタンと接する山地で、

このあたりには、古 くから、東南アジアー うまいといわれる米を作る人々が住んでいる。この

上流部分か ら流れ下る川は、浅いが、相当な急流で下 って くる。そ して、山を下 ったあた りか

ら蛇行がは じまり、飛行機か ら見ると、まさに大蛇のようにのた うつ河川の跡が見 られる。

バ リト河に並行 して、ブライ ト川 という小 さな川が、ブルネイの南、サラワク国境にそって

流れている。 この川 と、バ ラム川の間は、最 もす ぐれた泥炭湿地林が残 っているところである。

サラワクの ミリから、 ブルネイの上を通過 して、 リンバ ンへ向か うと、この真上を飛ぷ ことに

な り、泥炭湿地林の様子が よくわかる。

泥炭湿地林は、木質材が、水に うかび、半分解 のまま蓄積 していった結果できた林である。

一般に極めて強い酸性下にあ り、貧栄養である。に もかかわ らず、ここでは、樹高70メ ー ト

ルに達する巨大な林が出来上がる。

この中で、最 も有名なものがアラン(Shoreaalbida)で ある。フタバガキ科に属するこの樹種

は、西カリマ ンタ ンか らサラワク、ブルネイ、サバ にかけて、低湿地だけでな く、固い土の上

に も見られ るが、最 もよ く育 っているのは、泥炭湿地林である。幹は通直で、厚 いスギのよう

な樹皮に覆われ、大きな板根を広 げる。と りわけ立派なのは、アランバ ツと呼ばれるアランの

成熟林分の もので、樹高は70メ ー トルに達 し、巨大な板根を四方に広げている。

このアラ ンの板根の広が り方は、丁度幹を中心 に網を広げたようになっていて、この網が四

方に、林床の上1メ ー トルあた りまで覆い、実際の根は、そこか ら重下根 という形で下へ伸び

る。分解は、上の仮の林床 と、下の林床で行われるため、たとえ強酸性、貧栄養 という悪条件

下でも充分、やっていけるというのが私の解釈である。

水 というのは、雨水だけであるが、この雨水の測定 も行われていない。また森林タイプ毎に、

泥炭の厚さが異な り、林床での水 の溜まり具合 も違 うのだが、その差異につ いての詳細なデー

タはない。や っと、植物相がわかった程度で、水収支をめ ぐる課題はこれか らという状況だが、

大部分の熱帯林研究者が、混交 フタバガキ林にとらわれている現状では、なかなか湿地林のほ

うまで手がまわ らない。 しか し、この湿地林は、今猛烈な勢いで開発が進んでいるので、早い

対応が期待 されている。

(4)混 交 フタバガキ林

東南アジアの熱帯林を代表す る森林 として、混交 フタバガキ林 は最 も重要である。 しか し、
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水収支に関 しては、ここで も詳 しい仕事は行 われていない。

この森で、水に関係す る現象と して、最 も面白いのは、既に述べたピ斉開花である。

これは、数年に一度、ある地域の木々が、一斉に花を咲かせ実をな らせ るという現象であり、

既に、1950年 代あた りか ら、綿 々と調査が続 けられている。1996年 もやや大 きな一斉開花で

あった。

一斉開花がどうして起 こるのかという理由は、まだ しっか りと説明がついていない。 しか し、

エルニーニ ョの時期に、乾燥化がすすみ、それが引きがねにな って、植物が 同調 して、一斉開

花に至るとい う相関は指摘 されている。

1983年 のボルネオの300万 ヘ クタールを焼いたとい う時期 は、やは り一斉開花が起 こって

いる。

湿地や山地林が水が多す ぎるのに対 し、混交 フタバ ガキ林は、それ ほど水は過剰で はない。

そ して水分のバランスが、エルニーニ ョのよ うな乾季 によって崩れると、一斉に植物が似通 っ

た反応を起 こす。 これはむろん、湿地林 にも見 られ、1986年 にはブルネイの泥炭湿地林の

Shoreaalbidaが 一斉開花をはじめ、80%の 木々が花を付けた。1996年 のサラワクの一斉開花

は、約7割 弱の木々が花をつ けている。

この一斉開花で効いて くるのは、水の不足である。一般に、熱帯多雨林地域では、水 は基本

的に満ち足 りている状況にあるので、ちょっと した不足で も、結構きいて くる。このことは、

植生の景観に もす ぐに現れ、林床 はカラカラに乾 き、す ぐに火がついてもおか しくない状況 と

なる。1983年 の大火災は、 このような時期に、 トラ ンスイ ミグラシーや森の周辺に住む人 々

の火の不始末か ら起こったとされているが、 これ程大規模にはな らずとも、随所で山火事が起

こっている。雨の少ない7、8月 に、ボルネオを歩 くと、どこで も見 ることができる。

雨の降 り方も様 々であるが、あまり注 目されないのが風である。森 に入 っていると、意外に

風の強 い日が多い。特に、雨のや って くる前などに、60メ ー トル級の大木の樹冠が、大揺れ

に揺れるほどの突風が吹 くことがある。そ してその後、大雨がやって くる。また、大雨の後や、

雨の間にも風が吹き、そのために よく木が倒れる。大木の多 くは、このような機会に倒れ るこ

とが多い。老木になると、まず、大 きな腐った枝な どが落下 し、最後に幹全体が倒れてい く。

物質循環の仕事は、各所で行われているが、水についての、総括的な仕事というのは、不思議

と行われていない。
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(5)ク ランガス林

混交フタバガキ林や、泥炭湿地林などの所 々に、真 っ白な雪のような硅砂層が現れることが

ある。ブルネイでは、沿岸か ら少 し入った高みにこの層が連な り、この上に道路や集落ができ

る。

これは、まさに硅砂 だけの純白の砂のものから、やや茶色味を帯びた、ひどい溶脱を受けて、

貧栄養状態にな ったポ ドソル土まで、詳 しく見 ると様々であ るが、水 という点か ら見ると極め

て乾性化 の進んだ森林 と言え る。 この植物相 にっいては、B㎜ig(1974)の 詳 しい研 究がサ ラ

ワクとブルネイを 中心になされて いるが、物質循環に関 してはほんの少 しだ けで、水に関 して

は、全 く見かけない。

乾性型とはいえ、林床には、水苔が厚 く覆 っているところ も多 く、また着生植物も極めて多

い。熱帯多雨林の 中では、最もハイキングに適 しているところで、カ リマンタンでは、エコツ

ー リズムの拠点になっているところもある。

じめ じめと した混交フタバガキ林や泥炭湿地林 とは異なり、白砂の乾いた感 じは、土地の栄

養分こそ無いが、人々の居住性には適 している。

東カリマ ンタンのサラワク国境に近いロングバ ワン地域は、バ リオ米の産地で有名だが、 こ

こでは、 この クランガス帯にそって、集落が開け、大水田地帯が、ちょっと離れた所に開けて

いる。

この同じような白い砂は、アマ ゾンにもあって、5つ の類型化がされている。

元 々クランガスという言葉は 「イネ も育たない土地」という現地語か ら来ていて、この土 の

所は、焼畑などはできない。 しか し、森林 としては、特にAgathisが 育つ ことで大事である。

Agathisは 、ナギ に似 た熱帯低地 に育つ針葉樹で、 その白い良質 の材が家具 に珍重 され る。

Agathisの 分布は、低地か ら1800メ ー トル くらいまで見 られるが、多 くが、 この クランガスま

たは、少な くとも砂質の土壌地帯 に出現す る。

ブルネイのバダスには、Agathisを 保存 した林分があるが、 これは泥炭湿地林 と隣 り合わせ

である。

樹高45mの 通直ないい型を したAgathisの 木 がこのような クランガスの地 に育つのは、お

そ らく、厚 い根毛層によ って いる。Agathisの 生育地では、地表か ら30セ ンチ くらいまで、

焦げ茶色の厚い根圏があ り、その下に白砂が現れ る。泥炭は水が余 っているが、 この白砂層は

水がす ぐ抜けて しまう。 しか もこの二つ の生態系が隣り合わせになって、共存 しているのは、

何 としても面 白い。この間の水の流れなどが解明できれば、と思 うのだが、 これを実行す るの
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は、大変 難 しい。

(6)山 地林一中央山地帯

標高1500メ ー トルか ら上を、一般 に山地帯、2400メ ー トルか ら上を亜高山帯と呼ぶ。この

両者をひっくるめて、山地林 と呼ぶ と、ここでは水 の共通 した問題がある。

それは、山地林が最 もみずみず しい森である、 という点である。

ボルネオでは最高峰のキナバル山の中腹地帯、ムル国立公園のアピ山一帯、バ リト川上流域

や、マハカム、カヤン上流のアポカヤ ンー帯には、徐 々に下か らの伐採の手が伸びて きている

とはいえ、まだまだ響蒼たる山地林が広がっている。

山地林のいちばんの特徴 は、けた外れに多い着生の蔓や小木、羊歯、蘭な どである。私は、

は じめての調査地が山地林であったので、その印象は特に深いのであるが、 とにか く、 よく湿

っている。 というか、雨の最も多 い2月 などは、 こういった着生の植物か ら、常に水が滴 り落

ちているといって も言い過 ぎでない豊かな水 の世界がある。水に滴 る着生植物 は、美的に も優

れている。

その中でも、とりわけ、特異な景観は、雲霧帯である。山の大きさによって高 さは異なるが、

普通頂上か ら少 し下 ったあた り、3000メ ー トルな ら2700～2800メ ー トルあた りに、幹、枝、

葉か ら林床まで、びっしりと厚い苔に覆われた一帯が見 られる。遥か離れて、山を見た時、年

中、雲のかか っている中腹 と頂上の間のあた りへ入 ってみると、こういう風景が出て くる。苔

はまるでスポンジのように柔 らかな水を吸い込んでいる。

この雲霧帯の水分収支なども面白い仕事であるが、 しっか りした仕事は無い。

以上、主な植生帯を、水 を中心に述べてきたが、これらは、むろん独立 してあるというもの

ではない。それぞれが隣あって、相互乗 り入れのような型で共存する相があったり、あるいは、

突然に植生景観が変わった りして、様 々であるが、全体 として、いろいろな相を持 った系 とな

っている。たとえば湿地林の3つ の水の動きなどを、やや広い地域をとって、解析す るのは、

大変重要で面 白い仕事だが、まだ どこでも始 まっていない。東南アジアで、こういった仕事が

難 しいのは、既に、どの地域 にも人が入 り、人による生態系の撹乱が 日常的に見 られるためで

あ る。人の要素を除いて、純 自然科学的な調査を行おうとすると地域は極めて狭 く限定され る。

そのためせっか くのダイナ ミックな水の動きが倭小化 されるきらいがある。む しろ、人を入れ

て考えた方が少な くとも地域の実像はよ く理解できる。
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4.水 と人の くらし

ボルネオにおいて、人間の生活にとって最 も大事なのは、川である。川は、まるで人間の大

動脈のように、ボルネオに生 きる人々の生活を支えている。 こんな ことはあ りえない話である

が、川がなか った ら、ボルネオは未だに濃い緑の森で覆われていたで あろう。川があるか らこ

そ人が入 り、開発 が進んできた。川は、ボルネオでは、緑の森と、外世界をつな ぐ、最 も重要

な幹線路であった。い くつかの大小の河川を例にとって考えてみたい。

(1)ブ ライ ト川

ブライ ト川は、ブルネイの東の端、サラワクに近 い国境付近に流れ出る川である。地 図で見

ると、サラワクのバラム川の大きさに圧倒 されて、小さ く見えるが、実際に歩いてみると、な

かなか味のある川である。

クアラブライ トの町がその出口にあ り、 ここは、かつては上流か らの森林産物の交易の中心

であった。今でもサゴが少 し残っている。 このサゴは、ブライ ト川が、大きく西へ湾曲するク

アラブライ トとい う小 さな村を中心に広が っている。石油 と天然 ガスのお陰で、豊かになる以

前は、このサゴで、多 くの人 々が生計を立てていた。川沿いのサ ゴは、今で も、所有者が決ま

ってお り、村では簡単 な機械を使 ってサゴ澱粉を少 しつつ生産 している。川 自体 はここか ら北

東へ大 き く曲が り、少 し海よりに戻るような恰好でBadasを 通過する。Badas一 帯は、泥炭湿

地林の中心地で、川か ら少 し入 ると、Shoreaalbidaを 中心 とす る大湿地林が広がる。ここま

では海水が出ないため、Seriaに ある液化天然 ガス工場用に淡水を取 り入れ る取水 口がある。

ここか らさらに川は奥地へ、つま り南へと曲が り、ブルネイの南の端の国境、サ ラワクのムル

国立公園の麓に到達す る。途中にスカンとい うブナ ン族の村があって、 ここにはブナ ン族が、

古 くか ら定着 し、米を作 っている。

クアラブライの村に、燭骸を数百個入れた小さな小屋がある。 もともとこの村 は、もっと上

流にあったが、少 しつつ下 ってきて、今ある位置に到達 している。そ して、当時か ら、見知 ら

ぬ人がや って くると、必ず首を切 って、その中にためて きたという。今で も森林局の役人 は、

二、三人で、このあた りを歩 くことは しない。表には出ないが、 この間も一人や られた、と本

気でおののきなが ら首を斬 られる真似をする。真偽はわか らないが、少な くとも何十年か前に、

多 くの人 々が殺された ことは事実である。最 も上流の地域か らムルにかけても多 くの人 々が行

き来 した一帯があり、特に、サラワクの リンバ ンか らムルへ抜けるル ー トは、今では、エコツ

ー リズムのルー トとして新 しく開発されている。
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この川のスカンとい う村に住むブナ ンの人 々は、米や森林産物を もって、Sehaの 町へよ く

出て くる。彼 らは川を利用 し、ス ピー ドボー トを 自分で操 って、決まった曜 日に開かれ る市

(タ ムと呼ぷ)に 出てきて、商売をす る。 しか し、ついこの間までは、物々交換 であったとい

う。この市 に集まるモノは、一人がボー トで もて る程度で、年よりのおばあちゃんなどは、庭

で とれたパパイヤや、ナンカなどを、5、6個 、 自分の前に並べてというの もあるくらい、わ

ずかである。 しか し、 こういった市は、モノとモノの交換だけでな く、情報交換の場 と して、

極めて重要であった。極端 にいえば、 ここでの情報によって、人々は、動 くか どうかをきめた。

スカンの村にブナ ンが定着 したの も、ブルネイ政府が、きちっとした手当をすることを信 じた

か らであるといわれている。

ブライ ト川は、ボルネオでは小 さな川であるが、周辺の森の景観の推移 と共に人々の歴史 も

調べていけば、大変面 白いものが ありそうである。

(2)バ リ ト川 と大河のパターン

ボルネオの大河 といって も、せいぜい全長1000km程 のもので、大陸のアマゾンや黄河な ど

と比べ ると、随分小 さい。 しか し、実際にこの川を中心に動いてみると、実にいい大 きさであ

ることがわかる。いわば中規 模の大きさの良さとで もい うべ き、人の動きやすい規模なのであ

る。これを整理 してみると次のようになる。

① 川の流れが一部の 山地部を除 いて激流ではな く、充分下流か ら上流 まで遡行可能で

ある。

② 川幅が数十キ ロにわたるというようなことが無 いため、川を、人力(手 漕ぎのボー

ト)で 渡ることがで きる。

③ ①、②の条件のもとに村 と村、人 と人の交流が川を通 じて、日常的に可能である。

④ 下流か ら上流 にかけて、い くつ もの変化 に富んだ生態系を通過 し、その場所場所 に

よって異なる資源や産物が得 られる。

⑤ 川の流域には、大小の村や町が適度な間隔で発達 し、交通の要所が ものの集散地 と

なり、そこを中心に川から内陸への交易 も行われ る

⑥ 川がすべて海につなが り、上流か ら下 ってきた ものが、港市か ら海域世界へ運 ばれ

る。

⑦ 川の航行は基本 的に 自由であり、 自由空間と して、海域世界の人々が逆 に海か ら森

世界へ 自由に入れる。
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今、ひとつの例 として、バ リト川を取 ってみよ う。この川は中部カ リマ ンタ ンを南北に流れ

る、まさにボルネオの典型的な川である。 この最 も上流 の源流域は、東カ リマンタンに接 し、

このあたりには、主 としてブナ ンの人 々が、沈香や、燕の巣 を取 っていたところである。とこ

ろが最近の燕の巣の高騰で、この源流域まで外の人々が入 ってきている。(こ の実状について

は、 「森 と人の対話」山田編1966人 文書院に示 したので繰 り返 さない。)

この下流 の人 々がや ってきて、いわば、源流域への乗 り入れ口となるのは トゥンバ ンクニ ュ

という、丁度、山への入 口にあた る村である。このあた りは、元 々川筋に、い くつかの浮家が

しつ らえてあった ものが、今では、岸から四列に浮家が並ぶ ほど活況を呈 し、下流か ら現金を

もった中国人が乗 り込んで、ツバメの巣をあさっている。 この少 し下流にムアラテウエという、

やや大 きな町があ り、ここが、いわば丘陵地帯の中心で、ここか ら東カ リマ ンタンへ入 る道路

もできている。これまでは、このムアラテウエか、この少 し上のプル ックチャウが乗合のス ピ

ー ドボー トの終着駅であったものが、木材とツバ メの巣ブームで、更 に上までのびたのである。

ムアラテ ウエか ら下流は低地か ら低湿地に至る長い蛇行する船の旅 である。乗合の船は、結

構大き く、ゆっくりと二 日かけて、下流のバ ンジェルマシンまで走る。今 この川に沿 うように

して、 自動車道ができてお り、 ミニバスが走 って、乗客はそちらへ移 りつつある。そのため、

川筋にあるブン トックの町などはさびれつつある。ブン トック周辺には、三ケ月湖や湖 も多 く、

徐 々に湿地的な景観とな り、まっ平な、同じ景観が延 々と続 く。それで もよ く見ると、村の様

子や、植生は様 々なバ ラエティがあ り、退屈はしない。バ ンジャルマシン近 くになると、多 く

の製材工場や、合板工場が建ち並んで、上流か ら運ばれて きた材が ここで加工 されて、外国へ

運ばれる。

少 し支流 にはなるが、アムンタイという町が、湿地 と山の間のようなところにあり、古 くか

ら、森の産物の集散地 として知 られ、今 も、 ロタン細工の盛んな町で もある。

このバ リ ト川を、バ ンジェルマシンか ら、飛ば してい くと、最 も上流の村 まで、約1週 間で

行 くことが可能である。 この距離は、仕事をするのにも、それほど負担にな るもので もな く、

人々は、よ く行き来す る。 ミニバ スでムアラテウエまで行 き、そ こか らス ピー ドボー トで、ツ

バ メの集散地 までは1日 でいけるので、中国商人 も楽に仕事ができるのである。

バ リ ト川はひとつの典型的な例であるが、他にマハカム、カヤ ン、カプアス、ルジャンなど

も基本的には同 じ構造を している。私は、 これ らの川を、下流か ら上流までたどることを、 こ

のところ続けているが、この仕事は、大変面白い。そ して、ひとつ言え ることは、一本の川を

知ろうと思えば、 このように港か ら源流までを一通 り見なければ、 ものは言えない し、人や景
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観の変化 も把握できないということである。これは、山を知るのに、山の頂上 まで登 らなけれ

ばわか らないのと同 じであ る。そ して、ボルネオの川で言えることは、基本 的に同じ状況がベ

ースにあるが、地区ごとに、全 く異なった生活が見 られることもあるという点である。

たとえば、カヤンの上流のアポカヤンに住む人々の生活と、バ リオ地域に住む稲作民族 とは、

土地の利用形態 も異な り、森の扱いも異なる。普遍化を しようとすると、どうして も無理がい

く。

一本一本の川を じっくりと遡 って、それぞれの差異を把握 して考えることが、 どう して も必

要になって くる。 この作業 は少 々時間はかかるが、基礎的な知見を得るために不可欠である。

私は、これまでにボルネオの主だった川を遡 って、 さらに源流域を山へ入 り、山越え もして

きたが、一 日歩 くごとに新 しい事実の発見があって、興味は尽 きるところがない。

ボルネオだけの特徴を川だけに しぼるのはむ ろん正 しくない。川は、いわば、幹線道路であ

り、 この道か ら脇へそれると、また、別の面白い世界が開ける。それは、海か ら、山の上まで、

様々な民族が多様な生活 を営み、そ こへ、新たに、外か ら新 しい人々が流入 してきて、ある意

味ではやや こしい。 しか し、極めてダイナ ミックな現実がみ られることである。

この状況は、大陸部東南アジアの中国と東南アジアが接する周辺部分か らラオス、北タイあ

た りにかけても見 られる し、イ ン ドか らネパール、 シッキム、あた りへの人の動 きもあ り、決

してボルネオ特有のものではない。 しか し、一つの島として地域で限定 され、そのかたまりを

中心 に、内と外方向への動きが、 これほど明瞭に読みとれる場は少ない。

水収支 というと、気象あるいは純 自然科学的な印象を受けるが、実は、その裏には、水をめ

ぐる人間の生活が隠 されている。

ボルネオは、 この地球上で も、最 も雨に恵まれた一つの地域であり、その中で、おこなわれ

ている水 をめ ぐる樹木、人、動物を含む生態的適応を解明することは、一つの地域研究の面白

い方向を探るかも知れない。

自然環境を中心に した生態 中心の捉え方の中で、最 も基礎にあるのは、 「水」であることは、

ごく普通に受け入れられ ることであろう。 「大気」の次に、最 も普遍的に存在 し、かつ 、表に

はでないが、人間の生活 に最 も必要な ものが 「水」である。自らの反省をこめて、 もう少 し

「水」を正面に見据えた議論が必要ではないかと考えて いる。
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